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アゼルバイジャンとは「
火の国」という意味だと
いう。近年、カスピ海の
ACG油田の採掘、天然ガ
スの生産が開始されるな
ど、資源大国であること
は日本でも知られている

ので、旅する前から言葉
の意味はなんとなくイメ
ージできたが、日本で得
られる情報にはまだ限り
がある。未知の国への旅
に心が躍った。

石油の恵み、国際都市バ
クー
世界最大の湖（塩湖）、
日本の国土とほぼ同じ面
積をもつカスピ海西岸に
小さく突き出たアブシェ
ロン半島南岸に広がる港
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町、バクー。町の発展は
つねに石油と共にあり、
町は、その時々の歴史
を反映した姿を残してい
る。
13世紀にマルコ・ポーロ
が書いた「東方見聞録」
に、バクーは「油田があ
り、一時に百隻の船に積
み込めるだけの豊富な湧
出量をもっている」と記
されている。城壁で囲ま
れたシルヴァン王朝時代
（9～16世紀）の街、旧
市街の迷路のような小路
を歩いていると、古の賑
わいが聞こえてくるよう
だ。15世紀に建設された

歴代国王の居城跡「シル
ヴァンシャー宮殿」の優
美なイスラム建築、現存
は12世紀に建造された高
さ29.5メートルの要塞「
乙女の塔」、レストラン
に姿を変えたキャラバン
サライなど、中央アジア
の雰囲気たっぷりだ。
帝政ロシア時代、バクー
は石油により国際都市と
して再び発展する。さら
に、ソ連時代と、旧市街
の城壁を取り囲むように
町が広がった。往時を偲
ばせる欧風の豪華な建造
物は修復され、官公庁や
銀行として利用されてい

る。
そして、独立して20数
年。現在、活況を呈する
経済を背景に、さらに重
層的に町は広がり、整備
を進める公園には緑があ
ふれ、クレーンと真新し
い高層ビルが目につく。
ヨーロッパのブランドシ
ョップが立ち並び、大通
りを闊歩する若い女性た
ちの姿は東京の表参道と
変わらない。しかも、さ
すがマルコポールの時
代から外国人と接してき
たDNAなのかと感心する
ほど、皆一様に人懐っこ
い。飲酒も自由なので、

「永遠の炎」
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イスラム教国のイメージ
も覆される。「お酒を飲
んで良いのですか？」と
尋ねると、「もちろん。
何故？」と、レストラン
のウェイターがにっこり
微笑みながら聞き返して
きた。
新しいランドマークは「
フレームタワー」だ。総
工費約3.5億米ドル（約
350億円）をかけたバクー
一の高さ190メートルを誇
る複合ビルで、燃え盛る
炎をイメージした3つの棟
からなり、町のどこから
も見上げられる。そびえ
立つビルは、国の自信と
バイタリティを象徴して
いるようだった。

「永遠の炎」
バクーの町を離れると、
高層ビルはなくなり、埃
っぽい荒野になる。北西
に約25キロ。人気のない
石油採掘場を過ぎたとこ
ろに、「ヤナル・ダグ」
と呼ばれる天然ガスが
地表の割れ目から噴き出
し、火が燃え続けている
場所がある。
低い丘の斜面や地面、幅
７～８メートルの地表か
ら１メートルくらいの炎
が立ち上る。見学のため
のプラスチック製の椅子
やテーブルが無造作に置
かれているが、特に演出
はなく、柵も無く、炎にい
くらでも近づくことができ

る。ただし、近くに寄ると
かなり熱いという、体験型
アトラクション？である。
かつては国のあちこちに天
然ガスが吹き出し続ける場
所があったそうだ。古代人
はさぞ不思議に思い、畏敬
の念を持って眺めたことだ
ろう。それが理由なのか、
イスラム勢力がこの地にや
ってくる前に、拝火教（ゾ
ロアスター教）が栄えた時
代があった。バクー旧市街
にある乙女の塔も、最初に
塔が建てられた紀元前5世
紀には、拝火教寺院だった
と聞く。

バクーの東30㎞の所には、
かつての拝火教の寺院が残

その他
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っている。「永遠の炎」と
呼ばれる聖なる炎が燃える
本殿と、それを囲むように
宿坊の建つ簡素な寺院が残
り、当時の僧侶の厳しい生
活の様子を出土品や人形な
どで紹介している。観光施
設となってから、火はバー
ナーで調節しているようだ
が、「ヤナル・ダグ」のよ
うに地面から噴き出す炎を
「永遠の炎」と崇め、当時
の人々は何を祈ったのだろ
うか。「火の国」とは、単
に「火」ではなく、「炎の
ように永遠に燃え栄える」
という意味がこめられてい
るのかもしれないと、「永
遠の炎」を眺めながら感じ
た。

古都シェキ
アゼルバイジャンは、黒
海とカスピ海を結ぶよう
に東西約1100キロにのび
るコーカサス山脈の南に
位置する「コーカサス」
の国である。面積は日本
の約４分の１の87000平
方キロ。高い山脈や「長
寿の国？」「ヨーグル
ト？」のイメージを探す
なら、バクーから北西に
320キロ離れたシェキを訪
れてみてはいかがだろう
か。コーカサス山脈に近
いこの町はシルクロード
の町で、かつて、ここか
ら欧州へ生糸を運んだ。

また絹織物、絨毯、刺
繍、メタルワーク、陶芸
など工芸品の産地でもあ
る。
人口7万人弱、山間の小
さく静かな町の家並みは
バクーとは異なり、「昭
和」のような雰囲気だ。
ガラス張りの床屋から笑
い声が聞こえたので、近
づいてみると、男性が
たむろしてお喋りに興じ
ていた。ここでも皆、笑
顔で何か話しかけてくれ
る。
歴史的建造物は、昔、庶
民とは全く異なる世界が
あったことを伝えるよう
に豪華だ。隊商を泊める
ために当時の王が作った
コーカサス地方一規模の
大きいキャラバンサライ
が、趣あるホテルとレス
トランに姿を変えていた
り、1763年に高台に建て
られたシェキ宮殿と呼ば
れる王の夏の宮殿は必見
である。

宮殿は6室からなる木造
2階建てで、当時の技術
の粋を集めて作られ、一
本の釘も使わず、外観
は幾何学的模様のタイル
やテンペラの壁画に彩
られている。内部も繊細
で、5000枚とも言われ
る細かなステンドグラス
の窓から色とりどりの光
が差しこみ、装飾タイル
や壁一面に描かれたフレ
スコの細密画をうつし出
す。狩猟や戦いの場面や
花鳥など、当時の王の生
活を垣間見ることができ
る壁画は見とれるほど美
しかった。

カスピ海とキャビア
カスピ海といえば、ぜひ
お目にかかりたい、いや
味わいたかったのがキャ
ビアである。世界の三大
珍味のひとつ、チョウザ
メの卵の塩漬けは、近
年、チョウザメの漁獲高
の激減により超高級品と

アゼルバイジアン
伝統的な料理
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なっているものの、産地
の状況はちがうかもしれ
ないと、密かに期待して
いた。
30歳の現地ガイドのチン
ギスさんによれば、「子
供の頃は、キャビアをス
プーン一杯すくって、一
口で食べるのは普通だっ
た」と、夢のようなこと
言う。市場にも普通に売
っていたと言うので、近
くの市場に寄ってもらっ
た。
市場は旧市街と同じく、
人々の顔つきや服装も中
央アジアの空気がいっぱ
いで、また、活気に満ち
ていた。野菜、果物、ナ
ッツ類、肉など、なんで
も豊富に並んでいる。
女性が仕切る店が多い中
で、男性が切り盛りして
いるのが肉屋だ。牛や羊
の頭部を店先に並べ、切
れ味鋭そうなナイフを
持って歩く店員の姿には
ドキッとするが、やはり
皆、笑顔がいい。
アゼルバイジャン料理は
トルコ料理に近いように
感じた。食材が新鮮で、
味付けはシンプルだから
飽きない。そして、「肉
がなければ、食事ではな
い」というお国柄だ。市
場では牛肉１キロ7.5マナ
ト（約950円）程度。5人
家族なら一回の食事用に

１キロの肉を買っていく
のが一般的だという。
ところで、残念ながらキ
ャビアらしきものは見当
たらなかった。中央市場
に行けばあるかもしれな
いという話だったが、キ
ャビアがすでに地元の
人の食べ物でなくってい
ることだけは確かなよう
だ。

北にロシアとグルジア、
南は伝統的に関係の深い
イラン、西に民族や言語
が近いトルコがあり、東
はカスピ海。さまざまな
民族、宗教、文化が出逢
った国の歴史を表すよう
に、それぞれの地域で町
の表情が異なるアゼルバ
イジャンは、今も新しい
姿に変貌しようとしてい
る。そのダイナミズムを
感じるのも、アゼルバイ
ジャン旅行の面白さかも
しれない。
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